
陸上競技女子短距離の日本記録保持者を中心とした東邦銀行陸上競
技部は、昨年のぎふ清流国体 400 ｍ 1 位・2 位（佐藤真有・青木
沙弥佳）、日本陸上競技選手権２種目制覇（4×400 ｍR・4×100
ｍR）など、日本の女子短距離界を代表する活躍を続けている。世界
陸上選手権大会が開催される（8月10日-18日／モスクワ）2013シー
ズンの開幕直前、それぞれがめざすものなどを聞いた。

渡
辺
：
は
い
、
世
界
の
舞
台
で
も
う
い
ち
ど
闘
い

た
い
で
す
！　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
標
準
記
録
（
日

本
陸
連
が
設
定
し
て
い
る
派
遣
標
準
タ
イ
ム
）
を

切
って
、
権
利
を
しっか
り
手
に
し
た
い
。

青
木
：
自
己
ベス
ト
を
突
破
す
る
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な

い
と
標
準
記
録
は
切
れ
ま
せ
ん
。
自
己
ベス
ト
更

新
を
目
指
し
て
しっか
り
勝
負
し
て
い
き
ま
す
。

千
葉
：
自
分
の
種
目
、
４
×
４
０
０
mR
と
も

に
、
ま
だ
標
準
を
突
破
し
て
な
い
の
で
そ
こ
を
しっ

か
り
突
破
し
て
、
ぜ
ひ
出
た
い
で
す
。
自
分
の
記
録

（
４
０
０
ｍ
日
本
記
録
）
も
ず
っ
と
更
新
し
て
な
い

の
で
、
今
年
は
更
新
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

吉
田
：
私
も
自
己
ベス
ト
か
ら
ず
っ
と
遠
ざ
かって

る
中
で
、あ
ら
た
め
て
階
段
を
上
り
始
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
日
本
選
手
権
（
６
月
）
で
57
秒
台
で

勝
負
す
る
こ
と
に
目
標
を
絞
って
やって
い
ま
す
。

佐
藤
：
私
は
現
役
を
退
い
て
サ
ポ
ー
ト
側
に
回

り
ま
し
た
。
選
手
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は

ま
ず
個
々
の
気
持
ち
と
ト
レ
ー
ニン
グ
が
大
事
で
す

が
、
同
時
に
チ
ー
ム
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
こ

と
が
目
標
達
成
の
力
に
な
り
ま
す
。
そ
の
チ
ー
ム

の
力
を
高
め
る
手
助
け
が
で
き
た
ら
な
と
思
って
い

ま
す
。

吉
田
：
陸
上
競
技
って
個
人
競
技
な
ん
で
す
が
、

私
た
ち
は
ず
っ
と
一
緒
に
練
習
し
、
目
標
に
向
かっ

て
自
分
を
高
め
て
ゆ
く
と
い
う
同
じ
志
を
共
有
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
が
刺
激
に

な
って
、
よ
り
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ

て
い
る
。
こ
の
チ
ー
ム
と
し
て
や
れ
る
こ
と
自
体
が
、

と
て
も
大
き
な
強
味
だ
な
あ
と
思
って
い
ま
す
。

渡
辺
：
去
年
の
秋
と
か
、
す
ご
く
そ
れ
を
感
じ

ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピッ
ク
出
場
を
逃
し
て
、
み
ん
な

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
み

ん
な
の
気
持
ち
が
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
ま
と
ま
り
と

と
も
に
か
み
合
い
、
回
り
始
め
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

吉
田
：
た
と
え
ば
渡
辺
が
優
勝
し
た
（
第
60

回
全
日
本
実
業
団
対
抗
選
手
権
で
１
０
０ｍ
・

２
０
０ｍ
の
２
冠
達
成
）の
が
と
て
も
追
い
風
に
な
っ

て
、
私
も
シ
ー
ズ
ン
ベス
ト
の
走
り
が
で
き
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
成
績
が
励
み
に
な
って
、
み
ん
な
で

目
指
し
て
行
こ
う
と
い
う
感
じ
で
や
れ
て
い
ま
す
の

で
、
チ
ー
ム
は
と
て
も
大
切
で
す
！

千
葉
：
勝
ち
負
け
が
は
っ
き
り
し
て
、
記
録
と

し
て
タ
イ
ム
が
出
る
。
辛
い
練
習
を
し
て
が
ん
ば
っ

て
き
た
と
き
に
ベス
ト
記
録
が
出
せ
た
り
し
た
と
き

の
、
達
成
感
！　

そ
れ
が
記
録
と
し
て
残
る
の
で
、

じ
ゃ
あ
次
は
こ
の
タ
イ
ム
で
い
こ
う
！
と
い
う
目
標

が
立
て
や
す
い
。
そ
の
わ
か
り
や
す
さ
が
、
魅
力

だ
な
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

吉
田
：
う
ー
ん
、
一
般
的
な
見
方
で
な
く
ワ
タ

シ
の
で
い
い
ん
で
す
ね
（
笑
）

　

カ
ラ
ダ
一
つ
で
勝
負
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、

〝
変
え
て
い
け
る
〟
と
い
う
楽
し
さ
、
で
す
ね
。

筋
肉
と
か
技
術
も
そ
う
、
考
え
方
も
そ
う
、
変

化
し
て
い
く
こ
と
で
自
分
を
変
え
て
い
く
、
自
分

の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
け
る
。
長
く
や
っ
て
き

て
、
そ
こ
が
一
番
楽
し
い
と
こ
ろ
か
な
あ
、
と
思

い
ま
す
。

渡
辺
：
見
る
方
の
面
白
さ
と
や
る
方
の
面
白
さ

と
い
う
の
が
あ
って
、見
る
方
で
は
単
純
に
「
ヒ
トっ

て
こ
ん
な
に
速
く
走
れ
る
ん
だ
、
面
白
い
な
！
」

と
思
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
自
分
に
置
き
換
え
て
、

実
際
に
今
ま
で
よ
り
速
く
走
れ
た
と
き
に
「
今

ま
で
で
一
番
速
い
！
」
と
い
う
そ
の
感
覚
が
、
気

持
ち
よ
かっ
た
り
、
面
白
かっ
た
り
し
ま
す
ね
！

青
木
：
記
録
は
ず
っ
と
残
る
の
で
、
そ
の
と
き
競
っ

た
人
だ
け
で
は
な
い
過
去
の
自
分
と
か
、
過
去
に

記
録
を
出
し
て
き
た
人
た
ち
と
も
、
勝
負
が
で
き

る
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
記
録
が

未
来
に
残
っ
て
い
け
ば
そ
れ
と
勝
負
す
る
人
が
い

る
ん
だ
と
思
う
と
、
オ
モ
シ
ロ
イ
で
す
！

東邦銀行陸上競技部
吉田真希子・渡辺真弓・千葉麻美・青木沙弥佳・田嶋和也
佐藤真有（コーチ）

SPOTLIGHT TALK
めざすは世界陸上モスクワ ! 02

手前味噌を承知で東邦銀行陸上競技部を紹介しました。取材は 3 月 11 日。２年前のその日
の直後にスタートした部員たちの、その後の活動、特に昨年の活躍、そして日ごろの練習の
様子と川本監督との掛け合い（?）などは泣く泣くカットして、走る話に絞りました。今月か
ら連戦連走！で世界選手権出場を目指す選手たちに、ご声援よろしくお願いします。Ｎ
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ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
・
ト
ー
ク

編集後記

　
世
界
陸
上
出
場
が
皆
さ
ん
全
員
の

　
目
標
で
す
よ
ね
！

　「
チ
ー
ム
の
力
」
と
は
何
で
し
ょ
う

　
陸
上
競
技
の
魅
力
・
面
白
さ
と
は

３
月
の
沖
縄
合
宿
に
参
加
し
た
田
嶋
和
也
選
手
。

白
河
二
中
、
白
河
旭
高
、
東
海
大
学
と
進
む
中

で
短
距
離
選
手
と
し
て
活
躍
、
２
０
０
ｍ
20
秒

87
が
現
在
の
自
己
ベ
ス
ト
。
乞
う
ご
期
待
！

福島県に耀く人と未来と文化スポーツのために

公益財団法人 東邦銀行 教育･文化財団
http://www.tohobankkyoikubunka.jp/
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吉田真希子・佐藤真有・渡辺真弓・千葉麻美・青木沙弥佳・田嶋和也

日本を代表するスプリンター集団　

東邦銀行陸上競技部
左から、佐藤真有、吉田真希子、渡辺真弓、青木沙弥佳、
千葉麻美、川本和久監督（福島大学）。福島県の震災復
興への挑戦を共にし被災した県民の励みとなる活動をと
の願いも込めて、平成23年 4月に創設された。この春
からは男子部員・田嶋和也が入り、ともに８月の世界陸
上モスクワ大会出場を目指す。

　世界陸上に一人でも多く出場することが、
いま一番の目標です。今年は冬の練習も順
調にきていて、ママさんになった千葉麻美
も走れる状態になってきました。全員が好
調ですので、楽しみです。
　２年前の陸上競技部設立の決断には本当
に感謝しています。大震災、原発事故とい
う大変な状況の中で、「こんな時だからこそ
いっしょにやりましょう！」と言っていただき、
走り続けられる環境をいただきました。私も
選手たちも絶対に忘れません。
　だからといってすぐ結果が出せるほどこの
世界は甘くありませんが、少しずつ力を出
せるようになってきたかなと思います。今年
は初の男子部員、田嶋和也君も加わります
ので、地域の皆さんと一緒に福島から世界
を目指していく選手を育てていきたいです。

東邦銀行陸上競技部

川本和久 監督 （福島大学）
COVER
T A L K



❸ ❷

「
平
成
26
年
度
新
規
奨
学
生
」
の
募
集
を
開
始
し
ま
す

「
募
集
期
間
」
は
、
平
成
25
年
５
月
１
日
よ
り
６
月
末
日
ま
で
。

「
願
書
・
推
薦
調
書
等
の
必
要
書
類
」
は
県
内
の
各
高
等
学
校
長
宛
へ
送
付
い
た
し
ま
す
。

な
お
、「
奨
学
生
募
集
の
内
容
に
つ
い
て
」
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
も
掲
載
し
て
ま
す
。）

　

会
津
大
学
で
行
わ
れ
た
震
災
復
興
文
化
イ

ベ
ン
ト
で
特
別
講
座
「
お
ら
が
ま
ち
の
民
俗
芸

能
」
の
後
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
座
は
当
財
団
の
北
村
副
理
事
長
（
東
邦

銀
行
頭
取
）
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
参
加
団
体

の
熱
演
に
よ
り
、
大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

高
校
生
が
金
融
経
済
の
知
識
を
競
う
全
国

高
校
生
金
融
経
済
ク
イ
ズ
選
手
権
「
エ
コ
ノ
ミ

ク
ス
甲
子
園
」
の
初
の
県
大
会
が
、
福
島
市
の

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
優
勝

し
た
福
島
高
校
「
チ
ー
ム
か
ぴ
ば
ら
」
は
今
年

２
月
の
全
国
大
会
（
東
京
）へ
参
加
し
ま
し
た
。

野
村
万
作
・
野
村
萬
斎 　

狂
言
の
夕
べ—

「
鐘
の
音
」「
悪
太
郎
」

５
月
29
日
㈬

〈
開
場
18
時
／
開
演
18
時
30
分
〉

人
間
国
宝
・
野
村
万
作
が
６
年
ぶ
り
に

来
福
す
る
と
と
も
に
、
今
回
は
テ
レ
ビ
や

映
画
で
も
活
躍
中
の
子
息
・
野
村
萬
斎
も

出
演
。
６
０
０
年
の
伝
統
を
誇
る
、
な
ご

や
か
な
笑
い
の
芸
術
を
堪
能
し
よ
う
。

Ｓ
席
４
，５
０
０
円
、Ａ
席 

３
，５
０
０
円

Ｂ
席 

１
，０
０
０
円

「
松
竹
大
歌
舞
伎
」

７
月
11
日
㈭

〈
昼
の
部 

開
演
13
時
30
分
／
夜
の
部 

開 
 

演
18
時
〉

　
人
間
国
宝
・
中
村
吉
右
衛
門
率
い
る
播

磨
屋
一
門
の
役
者
た
ち
に
よ
る
「
番
町
皿

屋
敷
」「
連
獅
子
」。
三
代
目
中
村
又
五
郎
、

四
代
目
中
村
歌
界
の
襲
名
披
露
口
上
も
。

★お問い合わせは：《公益財団法人 東邦銀行教育・文化財団 事務局 奨学金担当
 TEL 024-523-5882》までお願いします。

文
化
と
歴
史
の

地
層
を
感
じ
よ
う
！

東邦銀行教育・文化財団の平成 25 年度上期助成（平成 25 年 4 月
から 9 月までの期間に実施予定の文化・スポーツ活動）は、次の 15
団体に決定しました。（助成金総額 160 万円）

平成 25 年度【上期】 
文化･スポーツ助成団体と活動

奨学生募集の内容について

１．応募資格　　次の各号の用件に該当する方
（１） 福島県内所在の高等学校を卒業予定の方で、学校教育法に定める大学の

うち、４年制以上の大学に進学を希望する方　
（２）学業優秀、心身健全、品行方正である方
（３）経済的理由のため修学が困難であると認められること
（４）福島県内に居住し、生計を維持する保護者の子弟であること
（５）在学する高等学校長の推薦を得られる方
　　※なお、他の奨学資金制度との併用も可能です。

２．奨学金の給付額（返済の義務はありません）
入　学　年　度　　 年　額 200,000 円
２学年〜４学年 年　額　 各年 200,000 円
総　　　　　額  800,000 円 

３．奨学資金の給付期間　　入学後 ４年間

４．採用予定数
　　毎年募集開始時（毎年５月予定）に発表します。

５．選考および決定通知
（１）当財団規程により審査委員会の選考を経て理事会において決定（内定）

します。決定後速やかに在学する高等学校長経由で本人あて通知します。
（２）入学後大学の在学証明書の提出により確認し、正式採用者と決定します。

当
財
団
の

奨
学
金
事
業
に
つ
い
て

TOPICS

当
財
団
の

後
援
事
業
に
つ
い
て

TOPICSTOPICS

INFOR
MATION

平成 25 年度上期助成（決定）団体と活動名　　（文化 ５団体・スポーツ 10 団体）
　団　体　名 　活　動　名 　実施予定日・実施場所

文
化
部
門

新アララギ福島会（福島市） 合同歌集「あらゝぎ」第 14 集発刊事業 平成25年４月１日(月)

SPMB フレンズ（福島市） 定期演奏会（Music　Party） 平成25年４月７日(日)
福島テルサ

“パシオン”プーロ・フラメンコ（福島市） 第５回フラメンコ発表会 平成25年６月16日(日)
福島テルサ・FTホール

石河清 85 才のコンサート実行委員会
（いわき市） 音楽生活 65 周年石河清 85 才のコンサート 平成25年４月21日(日)

いわき芸術文化交流館アリオス大ホール

いわきビッグバンドジャズフェス実行委員会
（いわき市） いわきビッグバンドジャズフェス‘2013

平成25年６月9日(日)
いわき産業創造館企画展示ホール

（LATOV６階）

ス
ポ
ー
ツ
部
門

南福島ソフトリーグ（福島市）
南福島ソフトリーグ第 61 回・62 回大会、
平成 25 年度オープン大会、南福島ソフト
リーグ杯第６回少年ソフトボール大会

平成25年５月12日(日)他
福島市立杉妻小学校グランド
パナソニックグランド

飯野町ソフトボールスポーツ少年団
（福島市）

飯野町ソフトボールスポーツ少年団結成 10
周年記念大会

平成25年７月28日(日)
福島市十六沼公園

福田スポーツ少年団（川俣町） 福田スポーツ少年団 35 周年記念ソフトボール
大会

平成25年５月３日(祝)
伊達市月舘農村広場

旭ソフトボールスポーツ少年団設立 10 周年
記念大会実行委員会（二本松市）

旭ソフトボールスポーツ少年団設立 10 周年
記念大会

平成25年４月14日(日)
二本松市岩代運動場

旭ミニバスケットボールスポーツ少年団
（二本松市） 旭ミニバス 10 周年記念大会

平成25年4月27日(土)〜28日(日)
二本松市岩代文化ホール
二本松市岩代第二体育館

朝日が丘ソフトボールスポーツ少年団
（郡山市） 第３回サンライズカップ 平成25年８月10日(土)〜11日(日)

朝日が丘小学校、大槻スポーツ広場

喜久田イーグルススポーツ少年団（郡山市） 喜久田イーグルススポーツ少年団設立８周年
記念大会

平成25年９月14日(土)〜15日(日)
喜久田スポーツ広場、日和田スポーツ広場
喜久田小学校

須賀川剣道連盟少年部後援会（須賀川市） 第 38 回牡丹杯剣道大会 平成25年４月29日(祝)
須賀川アリーナ

須賀川ドッジボールスポーツ少年団
（須賀川市 ) ゴジラカップ 2013 in すかがわ 平成25年６月16日(日)

須賀川アリーナ

中央台ソフトボールスポーツ少年団
（いわき市）

中央台ソフトボールスポーツ少年団創立 20
周年記念大会

平成25年９月15日(日)
好間多目的グランド、好間第一小学校
好間第二小学校

初
代
王
者
に
輝
い
た
福
島
高
校
「
チ
ー
ム
か
ぴ
ば
ら
」

（
前
列
右
か
ら
）
高
橋
さ
ん
、
大
波
さ
ん

原釜神楽保存会
（相馬市）

北村副理事長（東邦銀行頭取）
あいさつ

「
全
会
津
文
化
祭

〜
会
津
エ
ン
ジ
ン
０
０
７
」

●
平
成
24
年
11
月
23
日
実
施

「
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス 

甲
子
園
」

福
島
大
会

●
平
成
24
年
12
月
16
日
実
施

『特別企画展』文化財復興展
「救出された双葉郡の文化財Ⅰ」

６月９日 (日）まで開催中
まほろん（福島県文化センター 白河館）

　東日本大震災で被災し、原発事故の影響
により警戒区域に取り残された浜通り地方
の双葉町、大熊町、富岡町の各資料館から、
文化財レスキューにより救出した考古資料、
民俗資料、古文書などの歴史資料を展示・
公開中。

主な展示品：
　煙草盆（双葉町歴史民俗資料館所蔵）
　仏像（大熊町民俗伝承館所蔵）
　小浜代遺跡 軒丸瓦（富岡町歴史民俗資料館所蔵）

展示解説会：各回 30 分程度
　４月 27 日㈯ 午後３時 30 分〜
　５月 18 日㈯ 午後３時 30 分〜
　６月  ８ 日㈯ 午後３時 30 分〜
　※ このほかにも随時開催

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
催
し
か
ら

Ｓ
席 

６
，５
０
０
円
、
Ａ
席 

５
，０
０
０
円
、

Ｂ
席 

２
，０
０
０
円
、Ｂ
席
学
生 

１
，０
０
０
円

発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
１
３

８
月
３
日
㈯
〜
９
月
13
日
㈮

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー  

２
階
会
議
室

　
現
在
、
全
国
で
毎
年
８
，０
０
０
件
近
く

の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
た
出
土
品
を
中
心

に
全
国
５
会
場
を
め
ぐ
る
巡
回
展
。

入
場
料
：
有
料
（
詳
細
に
つ
い
て
は
未
定
）

「
風
の
画
家 

中
島
潔
が
描
く

『
生
命
（
い
の
ち
）
と
無
常
の
輝
き
』
展
」

８
月
31
日
㈯
〜
９
月
29
日
㈰

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー 

３
階
展
示
室

　
京
都
清
水
寺
成
就
院
奉
納
襖
絵
（
詳
細
に

つ
い
て
は
未
定
）

入
場
料
：
有
料
（
詳
細
に
つ
い
て
は
未
定
）
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宮
城
県
仙
台
市
で
生
ま
れ
た
作

並
系
こ
け
し
、
秋
保
こ
け
し
、
そ
し

て
仙
台
市
街
地
で
生
ま
れ
た
個
性

派
こ
け
し
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
こ
け
し
は
か
つ
て
高
い
人
気
を

誇
り
、
昭
和
初
期
の
こ
け
し
の
作
者

人
気
番
付
で
は
仙
台
の
高
橋
胞
吉
の

こ
け
し
が
東
の
横
綱
、
秋
保
の
菅
原

庄
七
の
こ
け
し
が
西
の
大
関
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仙
台
は
こ
け

し
産
地
と
し
て
の
歴
史
も
古
く
、

「
岩
松
直
助
文
書
」
に
よ
る
と

文
化
８
年
（
１
８
１
１
）
に
は
作

並
で
こ
け
し
作
り
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
か
つ

て
人
気
を
誇
っ
た
名
品
こ
け
し
か

ら
現
代
の
継
承
者
ま
で
総
数
約

２
８
０
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

高
橋
胞
吉
の
こ
け
し
は
、
胴
に

　
土
湯
こ
け
し
は
い
つ
誕
生
し
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
作
ら
れ
た
か
と
い
う
こ

と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
土
湯
は
度
々

水
害
や
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
の

た
め
、
古
い
こ
け
し
や
こ
け
し
に
関
す

る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
土
湯
の
こ
け
し
誕
生
に
ま
つ
わ
る

伝
説
に
よ
る
と
、
天
保
年
間
、
土
湯
村

の
佐
久
間
亀
五
郎
が
伊
勢
参
り
へ
行
く

道
中
、
上
方
で
見
た
木
地
玩
具
を
参
考

に
こ
け
し
を
作
り
、
亀
五
郎
の
息
子
弥

七
が
さ
ら
に
工
夫
し
て
首
の
ま
わ
る
こ

け
し
を
完
成
さ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
弥
七
が
作
っ
た
こ
け
し
は
「
弥
七

で
こ
」
と
呼
ば
れ
、
土
湯
こ
け
し
の
原

型
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
弥
七
で
こ

が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
を
探
り
、

土
湯
こ
け
し
の
原
点
を
現
役
工
人
の
方

と
想
像
し
な
が
ら
復
元
を
試
み
ま
し

た
。
土
湯
の
風
土
が
産
ん
だ
こ
け
し
の

原
点
に
思
い
を
馳
せ
た
、
初
の
試
み
の

企
画
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
覧
下
さ
い
。

こけし

原郷のほほえみ

企
画
展
報
告　
■
平
成
24
年
12
月
〜
平
成
25
年
３
月

「 

秋
保
・
作
並
と
仙
台
で
生
ま
れ
た
こ
け
し
」

「
土
湯
こ
け
し
誕
生
を
現
役
工
人
と
探
る
」

４
月
〜
７
月

開
催
中
の
企
画
展

里見正博

鈴木明

加納博

平賀輝幸

佐藤円夫

土湯の古いこけし

原郷のこけし群 西田記念館
福島市荒井字横塚 3-183（アンナガーデン）
TEL 024-593-0639 ／ FAX 024-593-0811
http://nishidakinenkan.or.jp/

赤
黒
二
色
の
花
模
様
を
描
き
、
憂

い
の
あ
る
表
情
が
と
て
も
印
象
的
で

す
。
こ
の
た
め
、
胞
吉
の
こ
け
し
は

こ
れ
ま
で
多
く
の
収
集
家
た
ち
を
魅

了
し
て
き
ま
し
た
。
こ
け
し
収
集
・

研
究
家
の
深
澤
要
氏
は
著
書
『
こ
け

し
の
微
笑
』
の
中
で
胞
吉
の
こ
け
し

を
こ
け
し
三
少
女
の
一
と
呼
び
、「
日

本
の
少
女
を
想
わ
せ
可
憐
素
朴
」

と
絶
賛
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
こ
け
し
は
秋
保
工
芸

の
里
に
工
房
を
構
え
る
鈴
木
明
氏
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
明
氏
は
こ

け
し
作
り
に
つ
い
て
、
か
わ
い
い
こ
け

し
を
作
る
に
は
わ
ざ
と
ら
し
い
か
わ
い

さ
で
は
上
手
く
な
い
た
め
な
か
な
か

難
し
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、作
っ

て
い
る
と
だ
ん
だ
ん
と
形
が
変
わ
っ
て

く
る
た
め
、
昔
の
も
の
を
見
て
原
点

の
大
切
さ
を
考
え
な
が
ら
製
作
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
賀
一
族
の
こ
け
し
は
、
山
形
で

修
行
を
し
た
平
賀
謙
蔵
が
明
治
45

年
作
並
で
木
地
業
を
開
い
た
こ
と
が

始
ま
り
で
す
。
謙
蔵
は
旅
館
の
主
人

に
古
く
か
ら
の
作
並
こ
け
し
を
作
る

よ
う
に
す
す
め
ら
れ
、
渡
さ
れ
た
見

本
の
こ
け
し
を
参
考
に
こ
け
し
を
作

り
ま
し
た
。
謙
蔵
は
ど
の
よ
う
な
こ

け
し
を
見
本
に
作
っ
た
の
か
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
雫
の
形
を
し
た
垂
れ

鼻
と
カ
ニ
の
よ
う
な
菊
の
胴
模
様
は

平
賀
一
族
独
特
の
特
徴
で
す
。

　

現
在
、
こ
の
こ
け
し
は
作
並
温
泉

の
平
賀
輝
幸
氏
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
輝
幸
氏
は
素
晴
ら
し
い
も
の

よ
り
素
朴
で
か
わ
い
い
も
の
を
作
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
で
こ
け
し
作
り

に
取
り
組
み
、
幅
広
い
世
代
に
愛
さ

れ
る
様
々
な
作
品
を
製
作
し
て
い
ま

す
。

　

秋
保
の
木
地
業
は
、
明
治
初
期
、

橘
亀
之
助
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
こ
け

し
の
形
成
は
明
治
中
期
、
太
田
庄

吉
に
よ
り
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
秋
保
こ
け
し
は
遠
刈
田
系

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
太
い
胴
、

緑
の
ロ
ク
ロ
線
、
頭
頂
の
「
乙
」
字

の
よ
う
な
模
様
は
秋
保
独
特
の
特
徴

で
す
。
乙
字
の
よ
う
な
模
様
の

由
来
は
、
か
つ
て
藩
主
が
子
供
の

厄
除
け
の
た
め
に
甲
乙
２
本
こ
け

し
を
作
ら
せ
甲
の
方
を
川
に
流

し
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
根
拠
の
な
い
作
り
話
で
模

様
が
乙
字
を
表
す
も
の
か
ど
う

か
も
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
秋
保
工
芸
の
里
で
こ

け
し
を
作
る
佐
藤
円
夫
氏
は
秋

保
こ
け
し
継
承
者
の
一
人
で
す
。

円
夫
氏
は
こ
け
し
を
買
っ
た
人
か

ら
「
見
て
い
て
和
や
か
な
気
持
ち

に
な
る
」
な
ど
の
便
り
を
も
ら
っ

た
と
き
が
何
よ
り
う
れ
し
い
そ
う

■
仙
台
の
高
橋
胞
吉
の
系
譜

 

（
作
並
系
）

■
作
並
の
平
賀
一
族
の
系
譜

 

（
作
並
系
）

■
仙
台
の
個
性
派
こ
け
し

■
秋
保
こ
け
し
の
系
譜

 

（
遠
刈
田
系
）

で
、
息
子
の
武
直
氏
と
共
に
製
作
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
、
仙
台
市

街
地
で
は
鳴
子
や
周
辺
地
域
か
ら
の

木
地
師
た
ち
が
職
人
と
し
て
働
き
に

来
て
い
ま
し
た
。
職
人
た
ち
は
主
に

家
具
の
部
品
を
挽
い
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
こ
け
し
人
気
が
高
ま
る
と
こ

け
し
作
り
を
行
う
職
人
も
現
れ
ま
し

た
。
当
時
こ
の
よ
う
な
こ
け
し
を
作
っ

た
工
人
は
、
佐
藤
賢
治
、
加
納
伝

三
郎
、
高
岡
幸
三
郎
、
高
岡
鉄
寿
、

後
藤
熊
太
郎
、
海
谷
周
松
、
海
谷

吉
右
衛
門
、
男
沢
春
江
な
ど
が
お

り
、
作
並
や
遠
刈
田
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
仙
台
の
こ
け
し
人
気
の
高

ま
り
は
、
郷
土
玩
具
店
「
小
芥
子

洞
」
の
開
店
や
日
本
初
の
こ
け
し
専

門
書
『
こ
け
し
這
子
の
話
』（
天
江

富
弥
著
）
出
版
の
影
響
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
仙
台
の
個
性
派
こ
け
し
の

一
つ
を
作
る
加
納
博
氏
は
祖
父
が
考

案
し
た
桃
花
を
描
く
こ
け
し
を
受
け

継
い
で
い
ま
す
。
博
氏
は
、
こ
け
し

作
り
に
つ
い
て
、
作
れ
ば
作
る
ほ
ど

少
し
ず
つ
納
得
の
い
く
も
の
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
が
、
表
情
を
描
く
の
が

一
番
難
し
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。



❼ ❻

東邦銀行教育・文化財団では、文化とスポーツの振興を図るため、地域に密着した活動
をする団体に助成を行っています。その中から今回は郡山市の「芳賀ソフトボールスポー
ツ少年団」と、小野町の「小町混声合唱団」の活動をご紹介します。

指
導
者
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
励
ま
し
で

 

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！

　
「
芳
賀
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

結
成
40
周
年
記
念
大
会
」
は
平
成
24
年

10
月
７
日
、
湖
南
小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
湖
南
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
お
い
て
、
６
０
０

名
を
超
す
参
加
者
（
37
チ
ー
ム
の
参
加
）

地
元
出
身
の
作
詞
家
・
丘
灯
至
夫
の

曲
で
聴
衆
と
一
つ
に
！

　
「
小
町
混
声
合
唱
団
創
立
20
周
年
記

念
演
奏
会
」
は
平
成
24
年
11
月
25
日
、

小
野
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
小
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
出
演
者
54
名
、
聴
衆
１
８
０
名

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
演
奏
会
を
楽
し
ん
だ
聴
衆
か

ら
は
「
高
齢
者
が
多
い
合
唱
団
の
よ
う
で

と
約
４
０
０
名
の
観
衆
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
芳
賀
ス
ポ
少
主
将
の
塩
田

竜
太
さ
ん
が
「
い
つ
も
指
導
し
て
く
だ
さ
る

監
督
、
コ
ー
チ
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
家
族
の
み
ん
な
、
僕

た
ち
の
住
む
地
域
の
皆
さ
ま
、
こ
の
大
会

を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
方
々
の
お
か

げ
で
、
本
日
た
く
さ
ん
の
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
立
派
な
大
会
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
日
は
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
あ
ま
す
こ
と
な
く
発
揮

し
て
、
全
力
で
プ
レ
ー
し
、
最
高
の
一
日
に

し
ま
し
ょ
う
！
」
と
あ
い
さ
つ
、６
つ
の
ブ
ロッ

ク
に
分
か
れ
て
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
火
ぶ

た
を
切
り
ま
し
た
。

全
力
で
プ
レ
ー
し
最
高
の
一
日
と

な
っ
た
大
会
に
大
満
足
！

　

芳
賀
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し

て
団
員
た
ち
の
健
康
な
肉
体
と
健
全
な
精

神
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

す
が
、
皆
さ
ん
生
き
生
き
と
し
て
、
元
気

一
杯
楽
し
く
唄
っ
て
い
た
様
子
は
大
変
印

象
的
で
し
た
」「
小
野
町
出
身
の
丘
灯
至

夫
先
生
が
作
詞
し
た
曲
は
皆
が
知
っ
て
い
る

曲
で
、
口
ず
さ
み
な
が
ら
楽
し
く
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」「
小
野
新
町
小
学
校
合

唱
部
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
良
か
っ
た
」
な
ど
、
大
好
評
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
ほ
か
の
合
唱
祭

昭
和
47
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現

団
員
数
は
12
名
。
声
援
に
声
を
枯
ら
し

た
父
兄
の
皆
さ
ん
は
「
団
員
た
ち
は
、
当

初
、
わ
く
わ
く
し
て
い
る
顔
、
緊
張
し
て

い
る
顔
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
人
一

人
の
思
い
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、〝
朗
ら
か

ブ
ロッ
ク
Ａ
優
勝
〟
と
い
う
成
果
を
残
し
、

大
満
足
で
し
た
」「
新
チ
ー
ム
当
初
、
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
勝
て
る
の
か
と
誰
も
が
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
団
員
の
が
ん
ば
り
に
引

き
寄
せ
ら
れ
た
保
護
者
・
指
導
者
全
員
が

き
ょ
う
、
同
じ
感
動
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の
健
闘
ぶ

り
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
吉
田
和
訓
さ
ん
は
「
大

へ
の
参
加
の
後
に
当
演
奏
会
の
準
備
・
練

習
に
取
り
組
ん
だ
た
め
、
期
間
が
短
く
練

習
不
足
と
な
り
反
省
し
て
い
ま
す
」「
最
後

に
会
場
と
団
員
が
一
体
と
な
っ
て
〝
ち
い
さ

い
秋
み
つ
け
た
〟
を
合
唱
し
演
奏
会
が
盛

り
上
が
っ
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
かっ
た
」
と
、

反
省
と
満
足
こ
も
ご
も
の
感
想
で
し
た
が
、

そ
の
顔
に
は
節
目
の
演
奏
会
を
や
り
遂
げ

た
よ
ろ
こ
び
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

20
年
間
歌
い
続
け
ら
れ
た

喜
び
と
感
謝
で
、
こ
れ
か
ら
も
！

　

小
町
混
声
合
唱
団
は
、
合
唱
を
通
し
て

会
員
相
互
の
親
睦
と
融
和
を
は
か
り
、
豊

か
な
情
操
を
培
い
、
明
る
く
潤
い
の
あ
る

文
化
の
町
づ
く
り
に
寄
与
し
よ
う
と
平
成

３
年
12
月
に
設
立
。
現
在
32
人
の
団
員
で

会
前
日
の
夜
か
ら
降
っ
た
雨
が
グ
ラ
ン
ド
を

覆
い
、
中
止
か
、
決
行
か
の
判
断
は
非
常

に
厳
し
い
選
択
で
し
た
が
、
大
会
決
行
を

決
め
グ
ラ
ン
ド
整
備
を
行
っ
て
い
る
時
、
多

く
の
チ
ー
ム
の
方
々
が
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
現
役
保
護
者
が
少
な
い

た
め
た
く
さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
お
手
伝
い

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
が
無
事
終
了

出
来
た
の
は
、
こ
う
し
た
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
団
に
携
わ
っ
て
き
た
方
々
の

お
か
げ
で
す
」
と
感
謝
し
つ
つ
、「
ま
た
同

時
に
、
大
会
の
た
め
に
練
習
を
が
ん
ば
っ
て

き
た
団
員
た
ち
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

震
災
後
、
団
員
数
が
減
り
、
今
後
の
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
る
チ
ー
ム
は
当
団
だ
け
で

は
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
存
続
の

た
め
、
今
後
も
地
域
を
上
げ
微
力
な
が
ら

手
伝
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
活
動
へ

の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【試合結果】ブロック別優勝チーム
朗らかブロック
Ａ 優勝　芳賀ソフトボールスポ少
Ｂ 優勝　小山田ソフトボールスポ少
青空ブロック
A 優勝　赤木ソフトボールスポ少
B 優勝　岡山ソフトボールスポ少
阿武隈ブロック
A 優勝　杉田スポ少
Ｂ 優勝　朝日ヶ丘ソフトボールスポ少
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プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

 

指
揮 

橋
本
淑
郎
さ
ん　

 

ピ
ア
ノ 

宮
津
敦
子
さ
ん

第
１
部　
〈
自
然
〉

　
混
声
合
唱
組
曲
「
心
の
四
季
」
よ
り 

他  
 

計
３
曲

第
２
部　
〈
人
〉

　
メ
モ
リ
ア
ル 

丘 

灯
至
夫 

作
品
集

　
高
校
三
年
生 

他 

計
６
曲　

第
３
部　
〈
ふ
る
さ
と
・
家
族
・
絆
〉

　
私
の
青
空 

他 

計
３
曲

賛
助
演
奏

小
野
町
立
小
野
新
町
小
学
校
合
唱
部

希
望
の
ひ
か
り
・
三
味
線
師
匠
の
ひ
と
り
ご
と

会
場
全
体
合
唱 「
ち
い
さ
い
秋
み
つ
け
た
」

フラッシュ

FLASH!!
かがやく東邦銀行教育 ･ 文化財団では、平成 25 年 10 月から同 26 年３月までの期間内に活動計画がある文化・

スポーツ団体を対象に、平成 25 年５月１日〜６月 28 日まで助成申請の受付を行う予定です。
▶詳しくは当財団のホームページの「文化・スポーツに対する助成事業」をご覧いただくか、
　事務局☎（024）523-5882 までご照会ください。

助成団体の活動から

平
成
24
年
10
月
７
日
㈰
・
湖
南
小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

湖
南
ス
ポ
ー
ツ
広
場

平
成
24
年
11
月
25
日
㈰
・
小
野
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

小
ホ
ー
ル

平成 24 年度下期
助成団体

「スポーツ部門」

平成 24 年度下期
助成団体

「文化部門」

後半最初のステージは小野新町小学校合唱部の皆さんによる
賛助演奏　（指揮 宗形美智子さん　ピアノ坪井麻希さん）

朗
ら
か
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ 

優
勝 

芳
賀
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
少
!!

●
小
町
混
声
合
唱
団

小
町
混
声
合
唱
団

創
立
20
周
年
記
念
演
奏
会

●
芳
賀
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

芳
賀
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年 

 

団
結
成
40
周
年
記
念
大
会

●お知らせ　助成申請のご応募お待ちしています

活
動
し
て
い
ま
す
。
演
奏
会
で
は
い
つ
も
必

ず
、
小
野
町
出
身
の
作
詞
家
・
丘
灯
至
夫

の
曲
を
唄
っ
て
喜
ば
れ
て
お
り
、
特
に
舟

木
一
夫
が
歌
っ
た
「
高
校
三
年
生
」
は
団

の
代
表
曲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
創
立
20
周
年
と
い
う
節
目
に
無
事
演

奏
会
が
開
催
で
き
た
こ
と
は
協
力
を
頂
い

た
関
係
各
位
の
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
」「
20
年
の
歩
み
の
中
で

い
ろ
い
ろ
と
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

も
団
員
一
同
力
を
合
わ
せ
地
域
の
音
楽

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
音
楽
文
化
の
向

上
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

た
会
長
の
藤
井
隆
治
さ
ん
。「
20
年
の
間

に
は
団
員
が
減
少
し
て
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
団
員
の
確
保
に
大
変
苦

労
し
ま
し
た
。
そ
の
団
員
も
年
々
高
齢
化

が
進
み
心
配
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
若

い
人
た
ち
の
加
入
を
積
極
的
に
促
進
し
て

い
き
た
い
」
と
、
さ
ら
な
る
活
動
に
向
け
て

の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。


